
口絵１　楽翁公旧蔵古瓦（１）　左下 ( 図３－２) は主文様の上に「八反／法観寺」と刻書するが、下中央 ( 図３－６) は瓦当文
字を避け「備州／吉備津宮」と朱漆書し、右下 ( 図２－４) は周縁に「土御門内裏」と刻書する。土塀に埋め込む時、文様を配
慮し由来を記したのだ。寺院名 ( 図６－５) や「栗」( 図２－５) の瓦当文字があれば刻書や朱漆書は控えた。

口絵 2　楽翁公旧蔵古瓦（２）　左 ( 図５－１) は軒平瓦凹面に「黄薇寺古瓦／寛政七年穿土獲之」と由来を墨書。上中央 ( 図６
－８) は緑釉丸瓦だが釉の残りは悪い。｢大極殿｣ と刻書。右上 ( 図３－８) は巴文の高まりを避けて「橘寺」と刻書。下中央 ( 図
１－５) と右下 ( 図１－８) は、瓦自体には採集地情報はもともとなかった。



口絵 3　楽翁公旧蔵古瓦（３）　カラー写真で
見れば、方形瓦当 ( 図２－１) は赤焼瓦とわか
る ( 左上 )。右下は弁間に「橘逸勢亭」と朱漆
書 ( 図３－１)。右上 ( 図２－３) は主文様の上
に ｢教王護国寺」、左下 ( 図２－６) は珠文間
に ｢橘寺」と刻書する。いずれも土壁に埋め
込んだ時に見える場所に記した文字である。

口絵 4　楽翁公旧蔵古瓦（４）　「白河侯所蔵古瓦
目録」は採集地と採集数のみの情報で、瓦の種類
に関する情報はない。しかし、本鬼瓦 ( 図 7－４)
も側面・裏面に付着する漆喰によって、楽翁公旧
蔵古瓦の１つと確認できる。これだけ残りの良い
鬼瓦は、発掘でもめったに出土しないが、定信は
どのようにして入手したのだろうか。
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１ 明日香橘寺・６世紀後葉～７世紀初頭（目録13、収蔵 908、楽翁６）　 ２ 南都薬師寺・７世紀後葉～８世紀前葉（目録103、収蔵

919、楽翁 42）　　３ 不詳 ( 南都薬師寺の可能性あり)・７世紀後葉～８世紀前葉（目録125、収蔵 917、楽翁 46)　　４ 京都清涼寺・

８世紀前半（目録153、収蔵 533、楽翁 25)　　５ 不詳・８世紀中葉（目録155、収蔵 904、楽翁 50）　　６ 南都大安寺・８世紀中葉（目

録141、収蔵 934、楽翁16）　　７ 平城宮・８世紀後半（目録167、収蔵 918、楽翁 43）　　８ 武蔵国府（六所明神・京所廃寺・多磨

寺 )・９世紀前半（目録 206、収蔵 906、楽翁 38）

図１　楽翁公旧蔵古瓦Ⅰ ( 軒丸瓦、縮尺３分の１）　採集地・年代 ( 目録、収蔵、武藤番号 )
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１ 南滋賀廃寺 ( 滋賀都 )・７世紀後半（目録 79、収蔵 920、楽翁 26）　　２ 平城天皇陵・近世（目録 366、収蔵 916、楽翁１）　　３ 

平安京東寺・９世紀前半（目録 228、収蔵 921、楽翁 33）　　４ 土御門内裏 ( 平安京左京一条三坊九町 )・９世紀中葉（目録 250、収

蔵 899、楽翁 23）　　５ 平安宮・10 世紀初頭（目録 257、収蔵 894、楽翁 24）　　６ 明日香橘寺・８世紀後半（目録 199、収蔵

922、楽翁５）　　

図２　楽翁公旧蔵古瓦Ⅱ ( 軒丸瓦、縮尺３分の１)　　採集地 ･年代（目録、収蔵、武藤番号）
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１ 橘逸勢亭（平安京左京三条二坊十一町？）･10 世紀後半～11世紀（目録 276、収蔵 923、楽翁 20）　　２ 京都八坂法観寺・11世

紀（目録 316、収蔵 896、楽翁 36）　　３ 法勝寺塔跡・11世紀後半（目録 314、収蔵 529、楽翁18）　４ 平安宮真言院・11世紀（目

録 259、収蔵 935、楽翁 22）　　５ 東大寺大仏殿・12 世紀末～13 世紀初頭（目録 380、収蔵 914、楽翁９）　　６ 備前一宮 ( 吉備

津彦神社 ) 神宮寺 ( 神力寺 ) 常行堂・12 世紀末～13 世紀初頭（目録 383、収蔵 897、楽翁 29）　　７ 法隆寺？・12 世紀末～13 世紀

初頭？（目録 367、収蔵 926、楽翁17）　　８ 明日香橘寺・12 世紀末～13 世紀前半（目録 359、収蔵 903、楽翁７）　

図３　楽翁公旧蔵古瓦Ⅲ ( 軒丸瓦、縮尺３分の１）　採集地 ･年代（目録､ 収蔵､ 武藤番号）
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１ 大安寺塔・13 世紀後半（目録 392、収蔵 915、楽翁15）　　 ２ 泉涌寺・14～15世紀？（目録 434、収蔵 910、楽翁14）３ 清水寺・

13 ～14世紀？（目録 404、収蔵 528、楽翁19)　　  ４ 東大寺・17～18 世紀？(目録 444、収蔵 933、楽翁13）５ 西寺？・近世 (目

録 348、収蔵 530、楽翁２)　　６出土地不詳・７世紀後半～８世紀前葉（目録 527、収蔵 909、楽翁 48）

図４　楽翁公旧蔵古瓦Ⅳ ( 軒丸瓦・軒平瓦、縮尺３分の１)　　採集地 ･年代（目録、収蔵、武藤番号）
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１ 備中箭田廃寺 ( 吉備寺・黄薇寺 )・８世紀後半（目録 751、収蔵 901、楽翁 30）　　２ 武蔵国府（六所明神・京所廃寺・多磨寺 )・８

世紀後半（目録 623、収蔵 895、楽翁 45）　　３ 平安京西寺・８世紀末～９世紀初頭（目録 621、収蔵 925、楽翁 47）　　４ 六道珍皇寺・

９世紀前半（目録 665、収蔵 532、楽翁 39）　　５ 醍醐寺・10 世紀前葉（目録 693、収蔵 531、楽翁 32）　　６ 佐渡国分寺・８世紀

後半（目録 619、収蔵 900、楽翁 49)　　７ 東大寺大仏殿・12 世紀末～13 世紀初頭（目録 769、収蔵 924、楽翁12）　　８ 東大寺講堂・

13 世紀前半（目録 772、収蔵 912、楽翁11）

図５　楽翁公旧蔵古瓦Ⅴ ( 軒平瓦、縮尺３分の１）　採集地・年代（目録、収蔵、武藤番号 )
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１ 興福寺・14世紀中葉～15世紀初頭（目録 780、収蔵 905、楽翁８)　　２ 薬師寺・仁治壬寅 (1242) 年（目録 791、収蔵 911、楽翁３）　　

３ 薬師寺東院・弘安 4(1281) 年（目録 790、収蔵 907、楽翁４）　　４ 東大寺僧坊・13 世紀（目録 773、収蔵 913、楽翁10)  　　５ 

菅原寺・14世紀（目録 794、収蔵 893、楽翁 27）　　６ 天竜寺・14世紀中葉（目録 824、収蔵 898、楽翁 31）　　７ 南滋賀廃寺 ( 志

賀都）・７世紀後半 (目録 921、収蔵 927、楽翁 35）　　８ 平安宮大極殿・８世紀末～９世紀初頭（目録 912、収蔵 902、楽翁 21）　　

９ 髙雄神護寺・？（目録 923、収蔵 930、楽翁 37）

図６  楽翁公旧蔵古瓦Ⅵ ( 軒平瓦・丸瓦、縮尺３分１）　採集地・年代（目録、収蔵、武藤番号 )
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１ 伊豆三島蓮行寺 (伊豆国分寺 )・７世紀後半？（目録 924、収蔵 931、楽翁 28）　　２ 平安京東寺・10 世紀（目録 925、収蔵 928、

楽翁 34）　　３ 法勝寺・12 世紀前半（目録 901、収蔵 929、楽翁 40）　　４ 平安京・８世紀末～９世紀前半（目録 863、収蔵 936、

楽翁 44）

図７  楽翁公旧蔵古瓦Ⅶ ( 平瓦と鬼瓦、縮尺３分１）　採集地・年代（目録、収蔵、武藤番号 )
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12 世紀（『黒川古文化研究所収蔵品目録第19』1991年の「仏教考古遺品」の目録番号13に登録した「伯耆大日寺瓦経11片」の1点と

して登録。収蔵番号は [ 経 27] であるが、楽翁公旧蔵古瓦の１つとして、収蔵番号 932、楽翁 41の番号もある）

図８ 楽翁公旧蔵古瓦Ⅷ ( 瓦経、縮尺２分の１）
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第
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章
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の
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義

１( 図１－４)　 ２( 図２－６)　 ３( 図２－３)　 ４( 図２－４)　  ５( 図３－４)　 ６( 図３－２)　 ７( 図３－８）   ８( 図１－６)　 ９( 図５－５)　 

10( 図６－９)　 11( 図６－８)　  12( 図６－７)　 13( 図７－２)　 14( 図７－３)

　刻書で記録者を同定するのは難しいが、集成すると多くが共有する「寺」字などが酷似している（１～３、６～８、10、13、14）。刻書

した人物は多数かもしれないが、少なくとも下書した人物は比較的限られていたと考えて大過あるまい。

図９　楽翁公旧蔵古瓦にみる刻書拓影 ( 縮尺２分の１)  　　
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風
流
人
た
ち
の
愛
好
し
た

瓦
ー
」『
東
ア
ジ
ア
瓦
研
究
』
第
五
号
、
東
ア
ジ
ア
瓦
研
究
会

亀
田　

博　
　

 

一
九
九
九
年　
『
橘
寺
』
奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
八
〇
集
、
奈
良 

県
立
橿
原

考
古
学
研
究
所

川
見
典
久　
　

 

二
〇
一
七
年　
「『
集
古
十
種
』
兵
器
篇
と
十
八
世
紀
の
古
武
器
調
査
」『
古
文
化
研

究
』
第
一
六
号
、
黒
川
古
文
化
研
究
所

川
見
典
久　
　

 

二
〇
一
八
年　
「『
集
古
十
種
稿
』
の
分
析
か
ら
み
る
『
集
古
十
種
』
完
成
ま
で
の

過
程
」『
古
文
化
研
究
』
第
一
七
号
、
黒
川
古
文
化
研
究
所

軽
部
慈
恩　
　

 

一
九
七
〇
年　
「
三
島
市
伊
豆
国
分
寺
址
」『
伊
豆
半
島(

北
伊
豆
及
び
沼
津)

の
古

代
文
化
』(

軽
部
慈
恩
博
士
追
悼
特
集)

駿
豆
考
古
学
会

岸
本
直
文　
　

 

一
九
九
〇
年　
「
平
安
宮
式
鬼
瓦｣

『
第
四
二
と
れ
ん
ち
』
京
都
大
学
考
古
学
研
究
会

北
村
圭
弘　
　

 

二
〇
〇
九
年　
「
近
江
大
津
宮
周
辺
寺
院
の
素
弁
蓮
華
紋
軒
丸
瓦
」『
考
古
学
と
地

域
文
化
』
一
山
典
還
暦
記
念
論
集

木
村
捷
三
郞　

 

一
九
六
九
年　
「
平
安
中
期
の
瓦
に
つ
い
て
の
私
見
」『
延
喜
天
暦
時
代
の
研
究
』

古
代
學
協
會
編
、
吉
川
弘
文
館(

『
造
瓦
と
考
古
学
ー
木
村
捷
三
郞
先
生
頌
寿
記
念

論
集
ー
』
一
九
七
六
年
所
収)

木
村
捷
三
郎　

 

一
九
八
一
年　
「
瓦
類
」『
洛
南
高
等
学
校
新
築
体
育
館
用
地
埋
蔵
文
化
財
調
査
報

告
』
鳥
羽
離
宮
跡
調
査
研
究
所

教
王
護
国
寺　

一
九
八
一
年　
『
教
王
護
国
寺
防
災
施
設
工
事
・
発
掘
調
査
報
告
書
』

(
財)

京
都
市 

埋
蔵
文
化
財
研
究
所　

一
九
七
九
年　
『
臨
川
寺
旧
境
内
遺
跡
発
掘
調
査
報

告
』
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
調
査
報
告
Ⅳ

(

財)
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所　

一
九
九
六
年　
『
木
村
捷
三
郞
収
集
瓦
図
録
』

(

財)

京
都
市 
埋
蔵
文
化
財
研
究
所　

一
九
九
七
年　
『
京
都
嵯
峨
野
の
遺
跡
ー
広
域
立
会

調
査
に
よ
る
遺
跡
調
査
報
告
ー
』
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
第
一
四
冊



京
都
大
学
考
古 

学
研
究
会　

一
九
九
二
・
九
四
・
九
五
年　
「
法
華
山
寺
跡
調
査
報
告
」『
第
四
四
〜

四
六
ト
レ
ン
チ
』

京
都
大
学
文
学 

部　

一
九
六
八
年　
『
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館　

考
古
学
資
料
目
録
』第
二
部(

日

本
歴
史
時
代)

清
野
謙
二　
　

一
九
四
四
年　
『
日
本
人
種
論
変
遷
史
』
小
山
書
店

葛
原
克
人　
　

 

一
九
八
六
年　
「
箭
田
廃
寺
」『
岡
山
県
史
』
第
一
八
巻
、
考
古
資
料
編
、
岡
山
県

史
編
纂
委
員
会

宮 

内 

庁　
　

  

二
〇
一
五
年　
『
正
倉
院
正
倉
整
備
記
録　

本
文
編
』(

公
財)

文
化
財
建
造
物
保
存

技
術
協
会

興 

福 

寺　
　

 

一
九
七
八
年　
『
興
福
寺
防
災
施
設
工
事
・
発
掘
調
査
報
告
書
』

国
分
寺
市
史
編
さ
ん
委
員
会  

一
九
八
六
年　
『
国
分
寺
市
史　

上
巻
』

(

財)

古
代
学
協 

会  

一
九
八
三
年　
『
平
安
京
土
御
門
烏
丸
内
裏
ー
左
京
一
条
三
坊
九
町
ー
』
平
安
京
跡
研

究
調
査
報
告
第
一
〇
輯

小
林
め
ぐ
み　

 

二
〇
〇
〇
年　
「『
集
古
十
種
』
の
編
纂
ー
そ
の
目
的
と
情
報
収
集
ー
」『(

あ
る
く
・

う
つ
す
・
あ
つ
め
る　

松
平
定
信
の
古
文
化
財
調
査)

集
古
十
種
』
福
島
県
立
博
物

館
平
成
一
二
年
度
第
一
回
企
画
展
図
録

酒
井
清
治　
　

 

一
九
九
〇
年　
「
剣
菱
文
軒
丸
瓦
か
ら
み
た
武
蔵
国
京
所
廃
寺
の
性
格
ー
国
府
付
属

寺
院
の
可
能
性
に
つ
い
て
ー
」『
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
、
埼
玉
県
立
歴
史
資
料
館

佐
々
木
和
博　

 

一
九
九
五
年
ａ　
「
松
平
定
信
の
古
瓦
収
集
ー
白
河
侯
所
蔵
古
瓦
目
録
を
中
心
に
ー｣

『
王
朝
の
考
古
学
』
大
川
清
博
士
古
稀
記
念
会
編

佐
々
木
和
博　

 

一
九
九
五
年
ｂ　
「
松
平
定
信
収
集
古
瓦
再
考
ー
谷
文
晁
『
松
島
日
記
』
を
中
心
に
ー｣

『
國
學
院
大
學
考
古
学
資
料
館
紀
要
』
第
一
一
輯

佐
藤
洋
一　
　

 

一
九
九
二
年　
「
松
平
定
信
の
領
内
巡
見
ー
随
行
す
る
文
人
と
画
人
ー
」『
定
信
と

文
晁
ー
松
平
定
信
と
周
辺
の
画
人
た
ち
ー
』
福
島
県
立
博
物
館
平
成
四
年
度
第
三

回
企
画
展
図
録

静
岡
県
教
育
委 

員
会  

二
〇
〇
三
年　
『
静
岡
県
の
古
代
寺
院
・
官
衙
遺
跡
』
静
岡
県
文
化
財
調
査

報
告
書
第
五
七
集

鈴
木
久
雄･

上 

村
和
直･

前
田
義
明　

一
九
九
六
年　
「
瓦
」『
新
東
寳
記(

東
寺
の
歴
史
と
美
術)

』

東
寺
創
建
一
千
二
百
年
記
念
出
版
編
纂
委
員
会

鈴
木
久
史　
　

 

二
〇
二
三
年　
「
京
都
の
鬼
瓦
」『
古
代
瓦
研
究
Ⅻ
ー
鴟
尾
・
鬼
瓦
の
展
開
２
鬼
瓦
ー
』

(

古
代
瓦
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録)

奈
良
文
化
財
研
究
所

関
野　

貞　
　

一
九
〇
三
年　
「
古
瓦
模
様
沿
革
考
」『
考
古
界
』
第
三
編
第
一
号
、
考
古
学
会

関
野　

貞　
　

 

一
九
二
八
年　
『
考
古
学
講
座　

瓦
』雄
山
閣(

「
日
本
古
瓦
文
様
史
」と
改
題
し『
日

本
の
建
築
と
芸
術
』
上
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
所
収)　

瀧
浪
貞
子･

寺 

升
初
代　

一
九
九
四
年　
「
平
安
宮
」『
平
安
京
提
要
』((

財)

古
代
学
協
会･

古
代

学
研
究
所
編)

角
川
書
店

田
村
信
成　
　

 

二
〇
一
二
年　
「
梵
字
文
軒
瓦
ー
密
教
系
瓦
当
文
ー
」『
東
ア
ジ
ア
瓦
研
究
』第
二
号
、

東
ア
ジ
ア
瓦
研
究
会

内
藤
政
恒　
　

 

一
九
五
四
年　
『
川
崎
市
菅
寺
尾
台
瓦
塚
廃
堂
址
調
査
報
告
』
川
崎
市
文
化
財
調
査

報
告
第
一
冊

奈
良
県
教
育
委 

員
会　

二
〇
〇
一
年　
『
東
大
寺
防
災
施
設
工
事
・
発
掘
調
査
報
告
書(

発
掘
調
査

篇
付
図
面)

』

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所　

一
九
五
八
年　

  『
飛
鳥
寺
発
掘
調
査
報
告
』
学
報
第
五
冊

奈
良
国
立
文
化 

財
研
究
所　

一
九
八
七
年　
『
薬
師
寺
発
掘
調
査
報
告
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

学
報
第
四
五
冊

奈
良
国
立
文
化 

財
研
究
所　

一
九
九
一
年　
「
本
薬
師
寺
の
調
査(

一
九
九
〇
ー
一
次)

」『
飛
鳥
・

藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
二
一
』

奈
良
国
立
文
化 
財
研
究
所　

一
九
九
三
年　
「
本
薬
師
寺
の
調
査(

一
九
九
一
ー
一
次)

」『
飛
鳥
・

藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
二
三
』

奈
良
国
立
文
化 

財
研
究
所　

一
九
九
四
年　
「
本
薬
師
寺
の
調
査(

一
九
九
二
ー
一
・
一
九
九
三
ー



一
・
一
九
九
三
ー
二
次)

」『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
二
四
』

奈
良
文
化
財
研 

究
所　

二
〇
二
〇
年　
『
古
代
瓦
研
究
Ⅸ
ー
一
本
づ
く
り
・
一
枚
づ
く
り
の
展
開
１

(

東
日
本
編)

』
古
代
瓦
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録

奈
良
文
化
財
研 
究
所　

二
〇
二
一
年　
『
古
代
瓦
研
究
Ⅹ
ー
一
本
づ
く
り
・
一
枚
づ
く
り
の
展
開
２

(
西
日
本
編)

』
古
代
瓦
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録(

Ⅰ
報
告
編
、
Ⅱ
資
料
編)

西
田
直
二
郎　

 

一
九
二
五
年　
「
法
勝
寺
遺
趾
」『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
會
報
告
』
第
六
冊
、
京

都
府

西
村
俊
範
・
菅 

井
敏
美　

一
九
八
七
年　
『
黒
川
古
文
化
研
究
所
収
蔵
品
目
録 

第
一
三
』(

財)

黒

川
古
文
化
研
究
所

西
森
正
晃
・
鈴 

木
久
司
他　

二
〇
二
一
年　
『
史
跡
西
寺
跡
発
掘
調
査
総
括
報
告
書
』
京
都
市
文
化

市
民
局
文
化
芸
術
都
市
推
進
室
文
化
財
保
護
課

花
谷　

浩　
　

 

一
九
九
五
年 

「
出
土
瓦
よ
り
み
た
本
薬
師
寺
の
造
営
と
平
城
移
建
に
つ
い
て｣

『
展

望
考
古
学
』
考
古
学
研
究
会
四
〇
周
年
記
念
論
集

花
谷　

浩　
　

 

二
〇
〇
〇
年 

「
飛
鳥
寺
・
豊
浦
寺
の
創
建
瓦
」『
古
代
瓦
研
究
Ⅰ
ー
飛
鳥
寺
の
創
建

か
ら
百
済
大
寺
の
成
立
ま
で
』
古
代
瓦
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
、
奈
良
国
立

文
化
財
研
究
所

原
田
憲
二
郎　

 

二
〇
〇
九
年　
「
大
安
寺
旧
境
内
か
ら
出
土
し
た
平
安
時
代
以
降
の
軒
瓦
」『
奈
良

市
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
平
成
一
八(

二
〇
〇
六)

年
度
』
奈
良
市
教
育
委
員
会

平
松
良
雄　
　

 

二
〇
〇
六
年　
「
明
日
香
に
お
け
る
古
代
寺
院
の
瓦
」『
続
明
日
朝
村
史
』
上
巻 
考

古
編 

第
四
章
第
三
節 

明
日
香
村
教
育
委
員
会　

深
沢
靖
幸　
　

 

一
九
九
五
年　
「
国
府
の
な
か
の
多
磨
寺
と
多
磨
郡
衙
」『
國
史
學
』
第
一
五
六
号
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｢

古
代
東
国
の
国
府
と
景
観
ー
相
模
・
武
蔵
を
中
心
と
し
て
ー
」

國
學
院
大
學
文
学
部
・
国
史
学
会

藤
井　

駿　
　

 

一
九
五
五
年　

 

「
備
前
国
に
於
け
る
重
源
遺
跡
」『
重
源
上
人
の
研
究
』
南
都
佛
教

研
究
会

藤
澤
一
夫　
　

 

一
九
六
一
年 　
「
屋
瓦
の
変
遷
」『
世
界
考
古
学
大
系
』
第
四
巻
、日
本
四
歴
史
時
代
、

平
凡
社

平
安
博
物
館　

一
九
七
七
年　
『
平
安
京
古
瓦
図
録
』
雄
山
閣
出
版

法
隆
寺
昭
和
資
財
帳
編
集
委
員
会　

一
九
九
二
年　
『
法
隆
寺
の
至
宝　

第
一
五
巻　

瓦
』
小
学
館

湊
哲
夫
・
亀
田 

修
一　

二
〇
〇
六
年　
『
吉
備
の
古
代
寺
院
』
吉
備
考
古
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ィ
一
三
、
吉

備
人
出
版

武
藤　

誠　
　

 

一
九
七
五
年 

「
松
平
楽
翁
公
旧
蔵
の
古
瓦
と
そ
の
瓦
譜
」『
関
西
学
院
大
学
創
立

八
五
周
年
記
念
文
学
部
記
念
論
文
集
』(

『
兵
庫
県
の
古
社
寺
と
遺
跡
』
武
藤
誠
先

生
古
稀
記
念
会
刊
一
九
七
七
年
所
収)

保
井
芳
太
郎　

一
九
三
二
年　
『
大
和
上
代
寺
院
志
』
大
和
史
學
會

藪
中
五
百
樹　

 

二
〇
〇
一
年
ａ　
「
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
興
福
寺
の
造
営
と
瓦(

上)(

下)

」『
佛
教

藝
術
』
二
五
七
号
・
二
五
八
号
、
毎
日
新
聞
社

藪
中
五
百
樹　

 

二
〇
〇
一
年
ｂ　
「
南
北
朝
・
室
町
時
代
に
於
け
る
興
福
寺
の
造
営
と
瓦
」『
立
命

館
大
学
考
古
学
論
集
Ⅱ
』
立
命
館
大
学
考
古
学
論
集
刊
行
会

藪
中
五
百
樹　

 

二
〇
〇
五
年　
「
安
土
桃
山
・
江
戸
時
代
に
於
け
る
興
福
寺
の
造
営
と
瓦
」『
帝
塚

山
大
学
考
古
学
研
究
所
研
究
報
告
Ⅶ
』
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所

藪
中
五
百
樹　

 

二
〇
一
六
年　
「
藤
原
貞
幹
『
古
瓦
譜
』『
仏
刹
古
瓦
譜
』(

臨
山
閣
文
庫
尚
古
齋
本)

の
検
討(

上)

」『
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所
研
究
報
告
Ⅹ
Ⅷ
』
帝
塚
山
大
学
考
古

学
研
究
所

藪
中
五
百
樹　

 

二
〇
一
八
年　
「
藤
原
貞
幹
『
古
瓦
譜
』『
仏
刹
古
瓦
譜
』(

臨
山
閣
文
庫
尚
古
齋
本)

の
検
討(

下)

」『
帝
塚
山
大
学
考
古
学
研
究
所
研
究
報
告
Ⅹ
Ⅹ
』
帝
塚
山
大
学
考
古

学
研
究
所

山
崎
信
二　
　

 
二
〇
〇
〇
年　
『
中
世
瓦
の
研
究
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
五
九
冊
、
雄

山
閣
出
版
株
式
会
社

山
田
邦
和　
　

 

一
九
九
四
年  

「
左
京
と
右
京
」『
平
安
京
提
要
』((

財)

古
代
学
協
会･ 

古
代
学
研



究
所
編)

角
川
書
店

山
本
忠
尚　
　

 

一
九
八
〇
年　
「
法
金
剛
院
『
古
瓦
譜
』
の
調
査
」『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年

報
一
九
八
〇
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
修
所

山
本　

肇　
　

 
一
九
八
七
年　
「
佐
渡
国
分
寺
」『
北
陸
の
古
代
寺
院
ー
そ
の
源
流
と
古
瓦
ー
』
北

陸
古
瓦
研
究
会
編
、
桂
書
房

吉
本
堯
俊･

桑 

山
正
進･
中
村
徹
也　

一
九
六
七
年　
「
奥
海
印
寺
瓦
窯
跡
発
掘
調
査
概
報
」『
史
林
』

第
五
〇
巻
第
五
号
、
史
学
研
究
会


